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№ 2026-006 

投書日 2026/5/2 

タイトル 泉キャンパスの課外活動施設(7号館部室棟を除く)に TGWIFI・eduroamの

アクセスポイント設置について 

投書内容 現在、教育機関においては ICT 化が進んでおり、その波は課外活動に

も及んでいます。 

本学の体育会全団体において、一流選手の解説動画による技術研究や、

練習フォームの即時解析、活動時の士気向上を目的とした音楽再生など、

インターネット通信を活用した活動は競技力向上のためのスタンダード

となっています。 

しかし、現状一部の屋外課外活動施設（弓道場、エアライフル射場、各

コート等）は Wi-Fi 整備から取り残されており、学生が個人の携帯回線

を消費して活動を補っている状態が生じています。 

他大学においては、すでに複数キャンパス内の屋外エリアや課外活動

施設等への AP設置が進んでおり、場所を問わず学内ネットワークを利用

できる環境が一般的になりつつあります。 

つきましては、泉キャンパスの体育館棟、7号館、管理センター等の既

存設備を活用し、APの設置をしていただけないでしょうか。 

また、スポーツ庁の「第 3期スポーツ基本計画」においても、DXの推

進によるスポーツの価値向上が掲げられています。 

本学においても、こうした最新の ICT 環境を屋外施設に導入すること

は、在学生の活動を支援するのみならず、「文武両道を先進的な環境で実

践できる大学」としての魅力を対外的に示し、意欲ある志願者の確保や

大学のブランド力向上に大きく寄与するものと考えております。 

何卒ご検討のほどお願い申し上げます。 

回 答 日 2026/5/27 

回  答 泉キャンパスの課外活動施設における Wi-Fi 環境整備について、ご要

望をいただきありがとうございます。 

現在、学内の Wi-Fi（TGWIFI・eduroam）は主に講義棟や事務棟を中心

に整備されております。ご指摘いただいた弓道場や各コート等の屋外施

設への設置は、通信エリアの拡張に伴うネットワークインフラの増強が

必要となる案件です。 

いただいた「競技力向上」および「大学ブランドの向上」という視点

は、今後のキャンパス整備において非常に重要な指針となります。 

 つきましては、本件を課外活動環境改善の重要項目として預かり、中

長期的な施設設備拡充の検討プロセスにおいて、併せて設置の可否や優

先順位を検討させていただきます。 

整備には防塵・防水対策、技術的条件等考慮すべき事項が多々あり、相

応の準備期間を要しますが、学生の皆さんのニーズに基づいた ICT 環境

の最適化に努めてまいります。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 


